








（Jago & Shaw 1998）。主たる支援母体となる政府や地方自治体もまた、イベ
ントの開催に伴ってその土地を訪れる訪問客の獲得と結果として生み出され
る経済的側面を重視していた（Fredline 2003, 13）。そのため、90 年代になさ
れた文化芸術に関連するフェスティバルに関する研究調査や評価は、当該事
業の実施によってもたらされた経済効果、すなわち経済的インパクトを各種
の計量的な経済指標から分析したものが多い（Gartner & Holecek 1983; Kim et 







であることが広く認知されていったことも背景にある（Burgan & Mules 2000; 
Carlsen et al. 2007）。これまで、イベントやフェスティバルが地域住民に与え
る社会的・文化的インパクトを測る評価尺度としては、Festival Social Impact 
Attitudes Scale（FSIAS）（Delamere 1997, 2001; Delamere et al. 2001） や Social 
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Impact Perception Scale（Small 2007）などが開発された。前者は小規模な地域
のフェスティバルに、後者はより大規模で確立されたイベントを対象とし
たものである。また、それらの検証と改良も継続的になされてきた（Gursoy 











けるこの種の研究としては初めてのものであった」（BOP Consulting 2016, 3）。

















ており、その歴史は 1947 年、ルドルフ・ビング（Rudolf Bing）らによるエディ







1945 年末にはフェスティバル実施委員会が設けられ、翌 1946 年 9 月にはエ
ディンバラ市議会が、3 週間に亘るフェスティバル（1947 年 8 月 24 日～ 9 月








































的として、2006 年、「フェスティバルズ・エディンバラ（Festivals Edinburgh; 
FE）」を創設した。表 1 は、後に加わったスコットランド国際ストーリーテ
リングフェスティバル（Scottish International Storytelling Festival）を含む全 12
【表 1】エディンバラの 12 の主要フェスティバル
開催月 フェスティバル名称
4 月 Edinburgh International Science Festival ［1988］
5 月 Imaginate（Bank of Scotland Children’s International Theatre Festival）［1990］
6 月 Edinburgh International Film Festival ［1947］
7 月 Edinburgh International Jazz and Blues Festival ［1978］
8 月
Edinburgh Art Festival ［2004］
Edinburgh Festival Fringe ［1947］
Edinburgh Military Tattoo ［1950］
Edinburgh International Festival ［1947］
Edinburgh International Book Festival ［1983］
Edinburgh Mela ［1995］
10 月 Scottish International Storytelling Festival ［1990］
12 月 Edinburgh’s Winter Festivals （Hogmanay and Capital Christmas） ［1994］
※［］内は設立年（出典：BOP Consulting 2011 より筆者作成）







た市場調査が二度行われたにすぎなかった（Scotinform 1991; Jones Economics 
1996）。複数のフェスティバルが協働して行った調査は、2004 年の『エディ
ンバラ・サマー・フェスティバル 2004 年 経済的インパクト調査 （Edinburgh’s 
Summer Festival 2004 Economic Impact Study）』が初めてであり、来場者およ
び出演アーティスト、報道関係者が調査の対象とされた。本稿では、この
2004 年の調査から FE による調査、さらにフェスティバル 70 周年の節目と
なった 2018 年に行われた調査（表 2）までについて、その特徴と意義を検討
する。
2. 1  経済的側面を超えたインパクト調査の萌芽 
　2004-2005 年シーズンに発表された 2 つの経済的インパクト調査－『エディ
ンバラ・サマー・フェスティバル 2004 年 経済的インパクト調査（Edinburgh’s 
Summer Festivals 2004 Economic Impact Study）』（SQW & TNS Travel and 
Tourism 2004）と『エディンバラ・フェスティバル 2004-2005 年 経済的インパ
【表 2】本稿で取り上げるフェスティバルに関する調査・評価
調査報告 出版年
Edinburgh’s Summer Festival 2004 Economic Impact Study 2004
Edinburgh’s Year Round Festivals 2004-2005 Economic Impact Study 2005
Thundering Hooves: Maintaining the Global Competitive Edge of Edinburgh’ s 
Festivals 2006
Edinburgh Festivals Impact Study 2011 2011
Thundering Hooves 2.0: A Ten Year Strategy to Sustain the Success of 
Edinburgh’s Festivals 2015
Edinburgh Festivals 2015 Impact Study 2016
Edinburgh Festivals: The Network Effect 2018 2018
（出典：エディンバラ・フェスティバルの複数の資料を基に筆者作成）
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クト調査（Edinburgh’s Year Round Festivals 2004-2005 Economic Impact Study）』
（SQW & TNS Travel and Tourism 2005）－は、エディンバラの複数のフェスティ
バルが初めて共同して行った経済的インパクトに関する調査である。その背
景には、当時の英国で注目されていた、文化活動が都市再生と経済発展に





　『エディンバラ・サマー・フェスティバル 2004 年 経済的インパクト調査』
は、2004 年夏期（8-9 月）に開催された 10 のフェスティバルを対象として、
その経済的インパクトを推計したものである。続く『エディンバラ・フェス
ティバル 2004-2005 年 経済的インパクト調査』は、上述の夏期フェスティバ







ンブック」に基づいて算出されており（SQW & TNS Travel and Tourism 2005, 7; 




























Contribution of Culture to Regeneration in the UK）』を発表した。翌 2005 年には、
スコットランド政府スコットランド文化委員会が、『文化委員会 最終報告書
























（AEA Consulting 2006, vi）。この調査結果は、2006 年 5 月、『鳴り響く蹄：
エディンバラ・フェスティバルのグローバルな競争力の維持（Thundering 





















　一連の提言を踏まえ、2006 年 12 月、11 のフェスティバルによってフェス
ティバルズ・エディンバラ（Festivals Edinburgh; FE）が設立された。以降、FE
はマーケティングやロビー活動における協力関係のハブとして機能し、フェ
スティバル間での連携を容易なものとした（Edinburgh Tourism Action Group 
2012）。さらに、2006 年半ばには、フェスティバル全体の興行収入データを











査の結果が、2011 年 5 月に発表された『エディンバラ・フェスティバル イン



























2. 4  デジタル化戦略の展開
　2006 年の『鳴り響く蹄』で示された問題点と提言に関する進捗状況のレ
ビューが、2015 年 5 月に発表された『鳴り響く蹄 2.0：エディンバラ・フェス
ティバルの成功を持続させるための 10 年戦略（Thundering Hooves 2.0：A Ten 





















に発表した 10 年計画『可能性の扉を開き、大志を抱く（Unlocking Potential, 
Embracing Ambition）』では、「デジタル化」が 4 つの柱の一つとして重視され
ており（Creative Scotland 2014, 27）、エディンバラ・フェスティバルの方向性
もまさにこれに呼応したものである。
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　また、「（今後 10 年間で）観客がフェスティバルのコンテンツを消費する方










2. 5  共通の指標を活用した簡素化の流れ
　2015 年 7 月、FE は、エディンバラの 12 のフェスティバルを対象とした『エ
ディンバラ・フェスティバル 2015 年 インパクト調査　最終報告書（Edinburgh 









て約 50 種もの調査が行われていたのに対して、2015 年の調査では来場者が
最も重要なステークホルダーであるとして、フェスティバル来場者のみが調
査対象として選ばれた（BOP Consulting 2016, 7）。
　この来場者のみを対象とした質問紙調査は、フェスティバル期間中の現地
調査とフェスティバル終了後のオンライン調査として実施され、2011 年調
査の約 2 倍となる 29,273 件の回答を集めた。そして、全てのインパクトが
2011 年調査の結果と比較する形で示された。2015 年、フェスティバルにお
ける経済的インパクトは、エディンバラ市内で 2 億 8,000 万ポンド規模と推















2013 年に発表した研究報告（Leadbetter & O'Connor 2013）を始め、定期的に
文化活動に参加している人の方が、健康状態や生活満足度が高いことなどが
広く知られるようになったことがある（BOP Consulting 2016, 52）。
2. 6  定性的な視点から、フェスティバルの生態系を捉える
 スコットランド政府は、2008 年に策定されたイベント戦略 “The Perfect 




割（Edinburgh Festivals The Network Effect：The role of the Edinburgh Festivals in 








関する研究は非常に限られていた（BOP Consulting 2018, 36）。また、特定の
文化イベントを、経済発展、都市再生、都市のブランディングのためのツー
ルとして評価する研究が増える中で、文化政策や創造産業といった観点か
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Jago & Shaw の定義「日常の経験を超えた余暇や社会的な機会を消費者に提供する、期間が限定
された一度限りの、あるいは滅多に起こらない催事」（1998, 29）を採用した。
ii） 現在エディンバラで開催されているフェスティバルの一覧は、次のページを参照のこと。
Edinburgh Festival Guide http://edinburghfestivalguide.co.uk/ （最終閲覧日 2020 年 9 月 30 日）
iii） Kenneth Wardrop, Anna Leask, Edinburgh Festivals: How They Became the World’ s Biggest Arts Event 
https://theconversation.com/edinburgh-festivals-how-they-became-the-worlds-biggest-arts-event-63460　
（最終閲覧日 2020 年 9 月 30 日）
iv） 具体的には、次の 17 つのフェスティバルが対象とされた。
 Edinburgh International Jazz and Blues Festival; Edinburgh Military Tattoo; Edinburgh Festival 
Cavalcade; Edinburgh International Games Festival; Edinburgh International Film Festival; Edinburgh 
Festival Fringe; Edinburgh International Book Festival; Edinburgh International Festival; Media　
Guardian Edinburgh International TV Festival; Edinburgh Mela; Storytelling Festival; Capital Christmas; 
Edinburgh’ s Hogmanay; Ceilidh Culture; Edinburgh Easter Festival; Edinburgh International Science 
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